
KOBEパークレットの取組み

神戸市建設局道路計画課

～道路のリデザイン～
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・対象路線の選定について

 関連計画として「神戸の都心の未来の姿」と三宮周辺地区の『再整備基

本構想』もあげられます。同構想では、「美しき港町・神戸の玄関口"三宮
"」を目指すべき将来像とかかげています。また、同構想では５つの方針
が打ち出されていますが、その中でも「笑顔で歩く 歩くことが楽しく巡りたく

なるまちへ」が、本パークレット整備に該当する部分となります。

 本パークレットを実施するにあたっては、こうした構想の考え方をふまえな

がら、路線選定を行うものとしています。

三宮中央通り～対象路線選定の考え方

 対象路線選定の考え方の２つ目として、東西路線の魅力を高めることが

あげられます。

 三宮周辺地区の『再整備基本構想』では、並行する中央幹線等の主要東

西軸は車両動線となる交通ネットワークとして、三宮中央通りは、まちの

回遊性を高める歩行者ネットワークとして位置づけられています。

 三宮中央通りは、車線数に対して交通量が少なく、歩行者にとって比較的

安全であり、ひと中心の路線として適しています。

 対象路線選定の考え方の３つ目として、三宮周辺地区の『再整備基本構

想』においてその具体的方策として示されている、「地域がまちを成長させ

る」ことも路線選定の上で重要な内容となります。同構想では、その内容

を右図の通り示されています

 三宮中央通りでは、三宮中央通りまちづくり協議会が設立され、平成16年
度から道路空間におけるオープンカフェの社会実験に取り組み、また、平

成17年8月に道路管理者である神戸市と「三宮中央通り道路管理・活用
協定」を締結し、官民が一体となって様々な活動に取り組まれています。

 こうした活動の経験を活かすことで、構想にある「特色あるまちづくりの実

践」が具体的に実施できるものと考えています。

１．
関連計画や事業と
の連携
～「笑顔で歩く 歩く
ことが楽しく巡りたく
なるまちへ」の実現

２．
東西路線の魅力向
上
～歩行者動線の強
化

３．
既存の沿道地域の
まちづくり団体との
連携

（図表）まちづくりの方針図
出典：三宮周辺地区の『再整備基本構想』

（写真）
オープンカフェの社会実験
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・ＫＯＢＥパークレット設置に向けた社会実験
:平成28年10月13日（木）～3月まで
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車道 建築限界
確保

パークレット 歩行帯

3.4m 4m以上確保3m

0.25m以上

照明柱

▽官民境界

KOBEパークレット 1)概要

・KOBEパークレットの構造

日本初の事例です!!!
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ガードパイプ
（可動式基礎）

人工木材
化粧材

植栽
プランター

・KOBEパークレットの構造 部位 概 要

可動式施設 地域が設営や取り外しを行う施設
パラソル等

固定式施設
床材とボルトで連結した施設
スツール、ベンチ、植栽、横断防止

施設 等

囲 い

利用者の安全性を重視し、車両
衝突時にも耐えうるガードパイプを
内蔵

 その周囲には、人工木材による
囲いを施し、上部にはうるおいを感
じさせる植栽プランターを設置

床 材

約90cm四方のユニットデッキで構
成し、汎用性を確保させる

 下部に束材を設置することで、
様々な高さや勾配の調整も可

人工木材デッキ、スロープ 等
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・3タイプのＫＯＢＥパークレット

タイプ Aタイプ Bタイプ Cタイプ

～⾧時間滞在型～ ～中時間滞在型～ ～短時間滞在型～

概 要 主にグループでの利用
を想定したタイプで
ローテーブルとそれを囲
うベンチで１つの空間
を創出。

少人数や主に子ども
連れ等の買い物客の
利用を想定したタイプ
対面式のベンチと人工
芝によるミニ・プレイグラ
ンドを配したもの。

主にオフィスワーカー等
の個人利用者を想定
したタイプ
カウンターテーブルとス
ツール（単独型）を
配したもの。
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・Aタイプ

アイレベル2

アイレベル1

パラソル

鳥瞰図1

囲い
（緑化・ガードパイプ）

スロープ
8％勾配

デッキ材

ベンチ

鳥瞰図2
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・Ａタイプ 設置前
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・Bタイプ

ミニ・プレイグランド
（人工芝）

フェンス

ベンチ
スロープ
8％勾配

パラソル

囲い
（緑化・ガードパイプ）

デッキ材

アイレベル2

アイレベル1

鳥瞰図2

鳥瞰図1

9
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・Ｂタイプ 設置前
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・Cタイプ

囲い
（緑化・ガードパイプ）

カウンターテーブル
H700

カウンターテーブル
H1,000

スツール
（ベンチ）

パークレット

スロープ
8％勾配

デッキ材

アイレベル2

アイレベル1

鳥瞰図2

鳥瞰図1
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・Ｃタイプ 設置前
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・KOBE TEA FESTIVAL supproted by Sir Thomas Lipton（H29.1.28-29）

都心中あらゆる箇所で行われた紅茶イベント。
KOBEパークレットでは、街中TEA STANDとして、紅茶の無料提供が行われた。
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・神戸マラソン（H28.11.20）

スタート直後にあたるパークレット上で、ジャズによる応援演奏が行われた。
（走者人数 19,570人 沿道応援人数 約60万人（主催者発表））
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KOBEパークレット 2)利用状況
社会実験後、1基移設、1基増設（京町筋）

移設

終了
移 設

継続設置 継続設置Aタイプ

Bタイプ
（撤去） Cタイプ Dタイプ

KOBEパークレット
1基

三宮

元町
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地元地域
（三宮中央通り

まちづくり協議会）

神戸市 神戸芸術工科大学

民

官 学

情報共有・連携・協力

効果的な役割分担
公共空間としての機能向上（来訪者の満足度向上～都市魅力の創造）
民主導のまちづくりによるにぎわい・交流の場を創出（新たなビジネスチャンスの創出）

《連携により期待される主な効果》

製作・
設置者

清掃・植栽の管理

デザイン・
社会実験監修
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・道路管理活用協定

道路施設の
維持管理 地域による活用

・神戸市と9つの団体で締結

三宮中央通りまちづくり協議会とは平成17年8月に締結

巡回、不法占用等の不正使用の監視
ベンチ等の休憩施設の設置

日常の清掃及び軽微な補修

年間を通じ、植栽の良好な維持管理 植栽利用及び地域の飾花
美化活動に必要な植木鉢等の施設の存置

来客者及び放置自転車等の整理
まちのにぎわい創出のため、街路灯等に付属
するバナーの掲出駐車車両に対する三宮中央通り駐車場への

案内、交通管理者への協力

管理者銘板（協議会）の良好な維持管理 管理者名掲出のための看板・案内板の設置
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とても

落ち着く
40%

まあまあ

落ち着く

53%

あまり

落ち着かない

7%

落ち着かない

0%

全くない

57%

あまりない

29%

少しあった
13%

大変あった

1%

とても安心
50%まあまあ安心

47%

あまり

安心ではない

2%

安心ではない

1%

とても感じる

23%

感じる
53%

感じない

21%

全く感じない
3%

思う

96%

思わない

4%

「快適性」・「利用までの抵抗感」・「安心感（安全性）」・「デザイン性」・「パークレッ
トの今後の展開」について利用者から非常に良い評価を得られました!

【平成28年11月23日（水・祝）・平成29年3月4日（土）,5日（日）利用者アンケート調査（N=367）】

落ち着きますか?

93%

座るまでに抵抗がありましたか?車に対し、安心ですか?

86%

76%

オシャレに感じますか? 神戸の街にもっとあれば良いと思いますか?

96%

97%
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利用者数は、644人/10時間（3基計）でした!
最も利用者数が多い時間帯は、14～16時頃（3基計）で、約120人/時でした!

【平成28年11月26日（土）ビデオ調査】

計 22人 33人 61人 80人 123人 124人 96人 50人 41人 14人 ⇒644人

6：21 7：08 6：12 ：平均滞在時間（秒）
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利用者の行動では、タイプ別で傾向が異なっているものの、総じて「飲食」や「会話」、
「携帯・スマホ操作」を行っている人が多くみられました。

【平成28年11月23日（水・祝）・平成29年3月4（土）,5日（日）利用者アンケート調査（N=367）】

携帯・

スマホ操作

16%

20%

29%

23%

子ども

見守り

6%

19%

7%

12%

写真撮影

2%

1%

読書・勉強・

音楽鑑賞

2%

1%

1%

1%

飲食

20%

39%

36%

35%

会話

29%

33%

30%

31%

仕事（PC操作、
打合せ・商談）

2%

1%

3%

2%

座って

いるだけ

22%

11%

8%

11%

その他

8%

1%

3%

3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

Ａタイプ南①

Ｂタイプ北①

Ｃタイプ北④

合計

「飲食」はB,Cタイプが多い

「携帯・スマホ操作」はCタイプが多い

「座っているだけ（待合せ・時間待ちなど）」はAタイプが多い

「子ども見守り」はBタイプが多い
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1.04倍

1.21倍

0.88倍

1.22倍
1.08倍

1.05倍

1.00倍
凡例

歩行者交通量調査地点（単断面）

パークレット

1.00倍 設置後交通量/設置前交通量
（H28.11） （H28.9）

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

鯉
川
筋

設置前後の歩行者交通量を比較すると、KOBEパークレットを設置していない区間に
比べ、設置している区間の交通量が多くなる傾向が確認されました!
今後、三宮中央通り全体に渡り、交通量の増加につながっていくことを期待していま
す!

【平成28年11月26日（土）歩行者交通量調査】
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沿道店舗のアンケートによると、集客効果や賑わい効果等、KOBEパークレットに対
する一定の期待が確認できました。これらの効果を更に向上させつつ、街全体が賑
わっていけるよう、KOBEパークレットを活用したイベント開催等を促進していく必要
性がわかりました! 【三宮中央通り沿道
店舗アンケート（N=63/全店舗68）】

パークレットの設置についてどうか?

集客効果はあるか? 賑わい効果はあるか?

店舗前の
設置はよいか?

何ができれば積極的に活用するか?

78%

23%

44%

21%

【懸念事項】
・地域による持続可能な日常管
理方法
・喫煙やポイ捨て等の利用マナー
・最適な囲いの高さの設定
など
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29%

携帯・

スマホ操作

子ども

見守り

1%

写真撮影
読書・勉強・

音楽鑑賞

28%

飲食

73%

会話

1%

仕事（PC操作、
打合せ・商談）

4%

座って

いるだけ

4%

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Dタイプ

凡例

会話している人が最も多い

タ
イ
プ

Dタイプ

～テーブル併設型～

概
要

都心中心部から誘う
位置に設置
沿道からのテイクアウト
利用を想定し、ベンチ
とテーブルを併設したタ
イプ

23

・効果検証の結果を踏まえ、平成29年4月以降は、2基継続設置し、1基移設。

移設

終了
移 設

継続設置 継続設置

【平成29年9月23日（土）ビデオ調査（N=112）】

15時台の利用者が最も多い

会話している人が最も多い

17％が沿道からのテイクアウト利用
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・地域による維持管理の負担軽減を目的にパークレットを活用した広告事業の活用

■本格運用に向けた施行実験■
１）実施主体:三宮中央通りまちづくり協議会
２）協賛企業:ネスレ日本株式会社
３）10月27日（金）、12月2日（土）～3日（日）

約700杯配布（協賛企業提供）

広告+協賛企業における企業のPR活動
（販売・営業行為はNG）
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●道路環境向上のための自主的な地域活動や施設整備等、公共的な取り組
みに要する費用の一助として広告により得た協賛金を活用する。
●活動主体が、要綱等に定めるルールに基づき、一定の条件を満たした協賛者
を選定し、その協賛者が広告物を設置する。

活動主体 協賛者道路管理者
（神戸市）

協賛金
許可申請

占用許可

占用料
（免除/減免）

広告物を添加する
工作物等の「占用」

広告（媒体）

の「設置」
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■イベント実施■
１）実施主体:三宮中央通りまちづくり協議会
２）協賛企業:ネスレ日本株式会社
３）10月20日（土）、21日（日） 約800杯配布（協賛企業提供）

■その他実績
2019年3月 2件、2019年4月 1件、 2019年9月 1件、2020年3月 1件

26


